

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































室生厚星 六つの 〈 自 叙伝〉
時の
こととして。
かくて
、
一層
効果的な
らし
一応
は大
正八年の六
つの
〈自
叙伝〉
につ
いて
触れた
訳であるが、
前期
と後
期と
の二
種
類の作
品群が、
いか
に距
た
っ
てい
たかを明らか
にした
つも
りである
。自
らの
歴史
を語ると
い
犀星
はボ
ンタンに
よっ
て得られた救
いを
、
むるために、
前後を
入れ換え、
因果関
係で結んだ
ので
ある。
こ
と志成らずに放
蕩を繰り返
し、
無頼
の日
を々送
って
は忌
むべき
事件を引き
起こ
す羽田にもなる、
寸私
」
の荒
らくれた心
情と、
ふぢ
子
との
関
わりのう
ちに得
られた
救い、
そし
てその
ことによ
って
取り
もどす
「私
」
のなか
の美し
い感
情、
創作意欲と
を対比
させ、
魂を
回復す
る物語
とし
てこの
〈自叙伝
〉
は作
りあ
げられ
う〈
自叙伝
〉
にし
ても、
所詮は
作りも
の、
虚構で
あっ
て
、
事実
を述
べる
ものでは
ない
ことは
言、つ
までも
な
いが
、
それをもと
に
した作
り方が随分と
違
って
い
るの
である。
事実
に沿
って
作品
・
虚構を構想し
てゆ
くやり
方と
、
虚構が事実を否定し、
それを作
り変え
てゆ
く
やり方
がある。
偽物ら
し
い本
物、
ある
い
は本
物ら
しい本
物と
、
本物
らし
い偽物があ
る。
犀星が腰
を据え
て
小説、
〈自
叙伝〉
を書こう
とした
のが
、
さ
て何
時
頃からだ
った
かは明
ら
かではな
いが
、
「『
愛の
詩集
』
と
『好情小
曲集』
とを出し
てしまふと、
私にはも
う詩
はな
くな
っ
一 （芸） 一
たの
である。
こう
した虚
構のどれ
ほど事
実と
食い
違っ
ている
かは、
火を見
るより
も明
らか
なこと
であろ
う。
犀星
はまだまだ兇
賊まが
いの
あく
どい
日々 を
送らなければならなか
った
し、
挫折を
繰り返さ
なければならなか
った
。
しか
しなが
ら彼が初め
て上
京し
てから、
詩人
として
の成
功を
収めるま
での
長い年
月は、
魂の
上昇
運動と
下降
とを繰
り
返しながらも、
全体
的には美
と愛とを信
ずる詩人
の魂の確
立
・回復す
る過
程と見
なされるも
ので
あ
り、
その
こと
を端的
に象
徴する
物語と
して、
この
〈自
叙伝〉
は読
まねばなら
ぬので
あった
。
しかもなお
長い辛い
日々 が
残っ
てい
るとすれば、
真の救
済を
得たボ
ンタン
と
の美
しくも
清々
しい記
憶は、
確か
に
そニュメ
ント
初め
ての
帰
郷と挫折と
に関
わるべき
、
時代
の
記念碑
とし
て据
え
られなけ
ればならなか
った
。
そこ
からきしてくる明
りを手
にし
て了
った
」
（「泥雀
の歌
」）
とあるように、
二つ
の詩
集出版後だ
った
かもしれ
ない。
しか
し
二つ
の詩
集の
「自序」
が述
べる
よ
う
に、
自身
の
歴史を語りた
いとい
う
散文
へ
の意欲は
、
詩集を
まと
める
と
いう
行為
のう
ちに、
既に芽
ばえと
して字
み込まれ
てい
た
とし
て構わ
な
いの
で
ある。
以上論じ
て来た
六
つの
〈自叙伝
〉
とは別
に、
「海
の
散文詩」
と題
された金石
時代を
描いた
〈自叙伝
〉
的な試
みも
なされ、
そ
れが掲
載された雑
誌
『感情』
第初号
（大
8
・7
）
寸編輯記
事」
にお
いて
、
「私
の
自叙伝は
四百
枚に達
した。
こ
の秋
出版する」
と、
犀星
は記しても
いたので
ある。
だが、
このこ
とは容
易に信
て、
長く
暗い
日々 を
わた
るために。
じられな
いし
、
おそ
らく
事実
ではな
いだろ
う。
しかし
何
らか
の
計画を
持っ
てい
たこ
とは疑
いを
得な
いし
、
それは
これ
まで
の人
10 
明治書院
刊
。そ
の外
、
詳しく注記する
ことはし
ないが
、
小
論が
この
書に多大な恩
恵を受け
て成
立一して
いる
こと
を言
明して
生を時期
的に区
分し、
それを束ね
てみ
れば
一つ
の
長編的な
〈自
叙伝〉
が出
来あが
る
とい
った
、
素材
・事
実にも
たれかか
った
安
おきた
い。
2 
拙論
「室生犀星
『性
に眼
覚め
る頃
』
の方
法」
『大
正文学1』
所
易なも
ので
あ
った
ろうと推測され
るので
あ
る。
その時
期、
『持
収
河 口
沼
・
3
” N H
F hu
－ － 
大正
文学会刊
。
情詩時代
』
『あ
る山の話
』
は脱
稿
して
いた
であ
ろう
。
加う
るに
「海
の散
文詩」
、
そして
「大正
七
年作」
と
して初
収単行本
にお
（詰6）
いて
注
を付された
「山聞
の少
女｜｜
少年
時代
の一 章｜｜
」（
『中
外新論』
大9
・6
）
も、
その
〈自叙伝
〉
には
入っ
てい
たかもし
れな
い。
しかし、
長編的な
〈自
叙伝〉
を構想
する
こと
が可
能
な
のは、
素材を
統一
、
組織化す
る
明確な方法を持
った
とき以外に
はな
く、
『幼
年時代
』
以降、
初め
て
犀星
はそ
れを成
し得た
ので
3 
奥野健男
「青き
魚｜｜
室生犀星
の
詩的故
郷｜｜
」（
『季刊芸術
』
昭羽
・
叩）
、
日本文学研究
資料叢書
『近代詩』
昭印
・4
有精堂
刊
所
収
。
4 
拙論
「室生
犀星
〈自叙伝
〉
の〈
方法〉
ll
『或
る少
女
の死まで
』
を中心
に｜｜」
未発表。
刀口
判 甲
・4
念
日5
4
有精堂
刊
所
収
。
一 （石） 一
5 
三浦仁
「『
愛の
詩集
』
｜｜犀
星詩
の
展開
｜｜」
『日本
の近
代文
あった
。
学｜｜
作家と
作品
』
所
収
究資料叢書
『近代詩』
河口ηd
・14
nHH
Fhu噌E4
角川書
店刊、
日本文学研
室生犀星
の
〈自叙伝〉
は、
まず
自
身の
こ
れまでを
描くと
いう
、
いかに
も素朴な素材重視
の観
点から発
想
されて
い
たが、
次第に
それ
を書く
〈方法〉
を見
い
出して来る
ので
あ
った
。
そのと
き、
〈自叙伝〉
は事
実に囚
われぬ文
学、
一編
の虚
構
とし
て自
立した。
詩人
の模
索的な習作
の段
階は終
わり、
彼は大正八年
八月
、
小説
家と
して戦
列に加
わ
った
ので
ある。
6 
結城信
〈犀星
ノオ
ト
〉
「犀
星に
おける小
説
の
出発点
」
（『
銅
鍛』
第3号
昭お
・
5）
、
奥野健男編
『室
生犀星評
価
の
変遷l｜
その文
学と時
代｜｜』
門 司 寸
唱 E A
P
W 柏 町
n hu
－
－ ヮ ，
三弥
井書店刊
所
収
。
明
本文は
新潮社版
『室生犀星全集
』
に従
った
。
i告
注
それに
収
録され
て
いな
いものは
初出に
従っ
て
いる
。
瓶
1 
室生朝子
・本
多浩
・
星
野晃
一一編
『室
生犀
星文学年
諮問』
昭町
